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学位論文審査結果の要旨
本多亮君の研究は、ブーゲー異常計算の精度向上をはかり、高精度のブーゲー異常図を作成し、これに基
づき地球内部構造の推定を行ったものである．
本研究においては、最初に日本列島周辺海域を含めた広い地域について、各種の数値地形データを統合し
て５０ｍメッシュ地形データを生成した。次いで、新たに地形補正計算プログラムを作成し、あわせて実用
的な計算条件を決定した。これらの地形データと地形補正プログラムを用いて、曰本列島および周辺海域
の６０万点以上の重力データについて地形補正量などを再計算し、より高精度のブーゲー異常図を作成した。
今後この異常図は地球科学の重要なデータとなると期待される。実際本研究では、巨大地震の震源過程との
関連が想定される紀伊半島沖の高重力異常の起源とそれが持つ意味について議論している。ブーゲー異常に
関する問題の一つとして、ブーゲー異常は高さが異なる点での値であり同じ規準面において定義された値で
はないという不都合な点がある。これを同じジオイド面上の値に引き戻すためには更なる計算処理が必要で
ある。この操作が正しく行われて初めて地下構造を良く反映した重力異常（リアルブーゲー異常）が求まる。
本研究ではこのリアルブーゲー異常の計算を試み、その問題点を明らかにした。この問題の全面的解決には
至らなかったが、課題を明らかにした点は大いに評価される。以上の点から、本研究は博士の学位に値する
もの畔１１断した。
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